
 1 

平成平成平成平成２２２２２２２２年雲南市議会年雲南市議会年雲南市議会年雲南市議会１２１２１２１２月定例会一般質問通告一覧表月定例会一般質問通告一覧表月定例会一般質問通告一覧表月定例会一般質問通告一覧表 

平成２２年１２月６日 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１ １９ 吉井   傳 

（一問一答） 

1.ＴＰＰ（環太平洋パート

ナーシップ）の影響につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.有害鳥獣対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.定住促進事業 

(1)影響についてどのように受け止めるのか。 

 

(2)雲南市における農産物の影響と影響額は。商工業における影響額は。 

 

(3)その対応策を講ずる必要があるが、その対策は。 

 

(4)小規模農家対策が国土保全、集落維持からも重要だ。土日農業への取組みと手間代わり方式での耕

作地保全策を検討すべきでは。 

 

(5)農産物の販売拡大に向けての方策として東京でのアンテナショップ、マイ農業（個別契約栽培）等

の取り組みが必要ではないか。 

 

(1)現在の捕獲状況は。 

 

(2)駆除助成金が不足しているが、22年度末までの駆除頭数すべてが支払対象となるのか。 

 

(3)熊の被害状況はどうか。 

 ①駆除及び防除対策はどのようにとられているか。 

 ②捕獲檻に入ったものにつき殺処分できると聞く。果樹園に侵入したものについても殺処分すべき

であると思うが、現行法ではできないか。 

 ③猟友会への対応はどうなっているのか。（連絡体制・報酬） 

 ④特に栗園等への侵入が多いために、来年からの栗栽培や観光栗園の経営に大きく影響が出る。今

後の防除対策はどのように計画されているのか。 

 ⑤熊用電牧助成の拡充、捕獲檻増設での駆除が有効と思うが。 

 

(1)Ｉターン・Ｕターンの住宅取得助成の考えは。 

 

(2)新たな同居世帯（後継者・親族）のための新築・リフォーム助成の考えは。 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策企画部長 
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質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

２ １１ 藤 原 信 宏 

( 一 問 一 答 ) 

1.有害鳥獣対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.小中学校における猛暑

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

(1)捕獲奨励費等、打切りのない鳥獣被害対策予算の確保について。 

 

(2)今年度削減された鳥獣被害防止総合対策交付金 23億円の本市への影響と活用状況は。 

 

(3)効果的な猪の駆除方法の普及啓発について、自治会等、小さな暮らしの単位で、コマ目に行っては

どうか。 

 

(4)突然、道端で猪に出くわした時にどう対処すればよいか。 

 

(5)農水省は来年度予算の鳥獣被害緊急対策費を大きく拡充する予定だ。本事業の有効な活用が図られ

るよう早期に鳥獣被害対策の総合的な計画を樹立されたい。 

 

(6)ハンターが減る中で、狩猟免許取得の軽減措置を図られたい。 

 

(7)鳥獣被害の増加は、奥の深い大きな現代的課題だ。市長はどのように認識し、どの程度の政策課題

と捉えているか。 

 

(8)熊よけに鈴や笛は本当に効果があるか。 

 

(9)出没した際の連絡、出動態勢は万全か。 

 

(10)熊に出会い頭に遭遇して攻撃された時の対応はどうか。 

 

(11)絶滅の恐れのある熊の保護と駆除のバランスをどう扱っているか。 

 

(12)熊出没の要因ともなる「ナラ枯れ」の市内の実態と対策はどうか。 

 

(1)今夏の市内小中学校内での熱中症等の発生状況と取り組んだ猛暑対策、それを踏まえた今後の対応

は。 

 

(2)小中学校の普通教室 190室にエアコンを配備できないか。 

 

(3)職員室や校長室、保健室、図書室についてはどうか。 

 

(4)良いことづくしの芝生化には、今、異論も出ている。教育予算は限りがある。2～3ヶ所実施したら、

ひとまず休憩して検証しつつ、ボチボチ進めるべきだ。所見を伺う。 

市長 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

教育部長 
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3.財政健全化とプロジェ

クト事業の推進につい

て 

(1)最近、財政規律が緩んできていると危惧している。改めて不退転の決意で行財政改革に突き進むべ

きだ。交付税一本化算定による 31 億円の減額は、20 年度決算の繰上げ償還を除いた全ての臨時的

経費に充当した一般財源に相当する。このままでは経常収支比率 100％以上の破たん状態を招くと

言うことだ。市長はこの深刻な事態・内容をどの程度分析して認識し、どう対処する考えか。 

 

(2)京丹後市は 5 年間の逓減期間を 15 年間で調整するよう計画的な財政運営を図っている。そうした

取組みの考えはないか。 

 

(3)健全財政を図りながらも、行政の停滞は許されない。以下、プロジェクト事業の中期計画における

基本的な建設方針をハッキリと確認したい。 

 ①雲南病院の西棟改築 

 ②医療と保健の融合による健康づくり拠点整備 

 ③新市庁舎の建設 

 ④市道新設改良の整備方針（路線の選定） 

 ⑤高速道路尾道松江線、吉田チェーンベース周辺の活性化施設の建設 

市長 

担当部長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

３ ５ 西 村 雄 一 郎 

（一問一答） 

1.海潮温泉温浴施設整備

について 

 

 

 

 

 

 

2.葬儀のお知らせ放送に

ついて 

(1)検討委員会の意見は、どの程度反映されたか。 

 

(2)事業費上限、1.5億円を 5千万円超えたのは、何故か。 

 

(3)予算編成についての検討委員会内での打ち合わせ、市との協議は。 

 

(4)財政再建に取り組む市長としてどう考えているのか。 

 

(1)屋号のお知らせについては強い希望が住民に尚ある。改めて屋号を告知しない理由は。 

 

(2)6町村時代の各町村の取扱はどうだったか。 

 

(3)エリア放送に過去の流れを各町ごとに生かせないか。 

 

(4)本人から希望があった場合は認められないか。 

 

 

 

 

 

 

担当部長 

 

 

 

 

 

市長 

 

担当部長 
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質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

４ ３ 山 崎 英 志 

（一問一答） 

1.公共施設の指定管理に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.平成 23 年度当初予算編

成方針について 

(1)温浴施設を含め指定管理を行っている公共施設において、対前年比での利用者の増減にかなりのば

らつきが見られるが、そのことについての見解は。 

 

(2)利用者が増え、収益を計上している施設について、翌年度以降の指定管理料についてどのように考

えているのか。 

 

(3)利用者が減少している公共施設について、雲南市としてどのような対策を講じているのか。 

 

(4)利用者が減少している公共施設では、指定管理先の経営能力、営業努力の不足が考えられるが、雲

南市として、指定管理先の経営能力、営業努力を支援・指導できる人材を養成する考えはないか。 

 

(1)平成 23年度当初予算編成に当たっての基本的考え方は。 

 

(2)島根県の予算要求指針として公共事業費、一般施策経費、経常経費の削減が示されているが、雲南

市に与える影響は。 

 

(3)平成 23年度の最重要施策は何か。 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

総務部長 

 

 

市長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

５ １６ 堀 江 治 之 

（一問一答） 

1.タバコの喫煙・禁煙につ

いて 

 

 

 

 

2.雲南市の財政に大きく

影響を与えるものと思

われる今後の大型事業

計画について 

 

 

 

 

 

 

(1)タバコ税の税収（歳入）の現状と今後の見込みは。 

 

(2)タバコ喫煙による医療費等への影響の現状と今後の見込みは。 

 

(3)タバコの喫煙・禁煙について今後雲南市としての基本的な取り組み方針は。 

 

雲南市で今後計画されるであろう事業で、財政に大きく影響を与えるであろう大型の事業について、

次の事業の実施時期・事業費・財源・事業の概要等について伺う。 

 

(1)新庁舎建設事業 

 

(2)雲南総合病院の建て替え事業 

 

(3)医療と保健の融合による健康づくり拠点整備事業 

 

(4)「菅谷たたら山内」保存修理事業 

市長 

担当部長 

 

 

 

 

市長 

担当部長 
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3.高速道「尾道松江線」 

供用開始に対する対応 

について 

(5)水道・下水道の施設整備並びに未普及解消事業 

 

(6)まちづくり総合支援事業・まちづくり交付金事業で見直しにより実施が据え置かれた事業 

 

平成 24年度中に高速道「尾道松江線」が三次 JCTまで開通すると言われているが、市内での受け

入れ態勢の進捗状況について伺う。 

 

(1)定住人口・雇用の場確保対策は。 

 

(2)観光対策は。 

 

(3)市内での購買力推進は。 

 

(4)「食の幸」に対する対策は。 

 

 

 

 

市長 

担当部長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

６ ２ 周 藤 正 志 

（一問一答） 

1.観光・交流人口拡大施策 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.高齢者に対する施策 

について 

 

 

 

 

 

3.医療と保健の融合によ

る健康づくり拠点施設

整備について 

(1)11月 6日付、山陰中央新報 こだま欄の「地域の伝承地もっと知って」についてどう思うか。 

 

(2)雲南ブランド化プロジェクトにおいて交流人口の拡大に具体的成果を出していくとしているが、そ

もそも観光・交流人口拡大のための総合的な戦略（基本計画など）がないではないか。 

 又、次の新しい状況にどう対応していくのか 

 ①尾原ダム（湖） 

 ②高速開通 

 ③トロッコ列車更新 

 ④古事記編纂 1300年 

 

(1)現在、総合保健福祉計画後期計画が策定中であるが「限界集落」「買い物難民」など高齢者を取り

巻く状況をどう認識把握し対策を講じていくのか 

 

(2)高齢者向け（高齢者に配慮した）住宅の整備の状況と今後の対応はどうか 

 

(3)高齢者の居場所、生きがい対策が不十分ではないか 

 

(1)そもそも市民が望んだ施設ではない。 市民が無くてはならない施設だと理解できないのではない

か。 

 

(2)財政非常事態下において今必要な施設か 

 

市長 

 

政策企画部長 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

健康福祉部長 

 

 

建設部長 

 

健康福祉部長 

 

市長 

 

 

市長 
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(3)なぜ加茂の地域計画に突然盛り込まれたのか 

 

(4)維持管理コスト以上の効果が得られるのか 

 

(5)健康づくり、健康増進施策のあり方として、一部の人や地域が対象ではいけない。 健康づくり、

健康増進に対する基本的な考えはどうか。 

政策企画部長 

 

副市長 

 

市長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

７ １ 佐 藤 隆 司 

（一問一答） 

1.尾原ダムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.医療と保健の融合によ

る健康づくり拠点整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.広域連合の再編につい

て 

(1)古事記編纂 1300 年とさくらおろち湖を今後雲南市としてどう結び付け（縁結び）取り組まれるの

か。 

 

(2) 尾原ダム完成の記念事業は、上下流域の交流連携を図るため斐伊川(水)が取り持つ縁を生かし、

『松江堀川遊覧船によるさくらおろち湖めぐり』を計画してはどうか。 

 

(3) 継続的な観光客を呼び込むため「水と癒しの空間」で雲南市の目指す「生命と神話が息づく新し

い日本のふるさと」を体感できる周辺整備((((滞在型市民農園など)が今後ダム完成後も必要と考え

るが。 

 

(1)雲南市総合計画(後期基本計画)の加茂地域計画に突然あがってきたことに不自然さを感じるが、ど

のような経過で話し合い協議が進められてきたのか。 

 

(2)９月時点では加茂町が最有力候補地であるとの答弁は B＆G の現場所での改修が想定されていたと

思うが。 

 

(3)海潮温泉温浴施設整備の取組みとこの事業の進め方・手法の違いはなぜか。 

 

(4)医療と保健の融合による健康づくり拠点整備検討委員会の設置の考えはあるのか。 

 

(5)現段階で運営の試算があるのか。 

 

(6)木次健康温泉センターなど既存施設と競合すると考えるがその影響に対してどう想定しているの

か。 

 

(1)雲南消防組合の職員定数１０８名は妥当な人数か。 

 

(2)再編後２名の減による業務は、多角広域化する業務、緊急を要する業務に支障が生ずることがない

か。 

 

政策企画部長 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策企画部長 

健康福祉部長 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策企画部長 

総務部長 
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質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

８ ４ 高 橋 雅 彦 

（一問一答） 

1.環太平洋経済協定 

（TＰP）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.個人情報保護法につい

て 

TPPについては、日本農業が壊滅する大きな問題を抱えている。国の方向性はまだ不明確だが、現

政権は推進派が中心となっており、管総理をトップとして「農業構造改革推進本部」（仮称）を立ち

上げ、来年秋をめどに方向を決めるとの報道もある。この TPPと雲南市の農業政策にどのような影

響があるか、市としてどのように対応していくのか。 

(1)TPPの国内農業に対する影響が予測されているが、雲南市にはどの程度影響を受けるのか。 

(2)最大農業地帯である北海道でも壊滅状態が予測され、農業団体、消費者そして財界も猛反対をして

いる状況である。雲南市は TPPに対しどう考えているのか。また、どのような取り組みを行う考え

か。 

 

(3)TPPはコメ生産農家を直撃し、特に生産性の低い中山間地域は良質米生産地帯でありながらも米価

が大幅に低下し、生産拠点が無くなるうえ、地域経済、人口流出、環境破壊と、想像するのも恐ろ

しい状況が想定される。国の政策が定まっていない中で、現政権は個別所得補償政策と農地法の改

正により強い日本農業を目指す考えが見受けられるが、そのためには大幅な税金を投入することと

なり、必ず限界が来ると考えられる。国の検討事項に中山間地として何を重視した農業政策が必要

か。 

 

(4)進展しないWTO農業交渉においても、農業の多面的機能が評価されつつある中で、TPPは参加国

の間で全ての貿易品目を無関税にすることを原則とするため、農業、林業、漁業と一次産業は壊滅

する。雲南市の農業、林業を守って初めて地域経済を守ることとなるが、他の産業にどのような影

響が出るか。 

 

(5)米、畜産に影響が顕著にでる TPP は中山間地の農業振興政策を見直す必要が出てくると思う。ま

た、雲南ブランド政策も国内向けの施策であり、TPPは国際的競争力を保持しなければならなくな

る。長いも、果物など品質の良いものは輸出品目となっているが、雲南市には育成により国際競争

力に勝てる品目があるのか。 

 

(6)現在、雲南市は産直とともに 6次産業ということで、農商工連携に力を注がれているが、付加価値

の高い農業産品をベースに農業振興を図る必要があり、そのためには大きな投資を必要とする。リ

スクを伴う中で、地域生き残りをかけた戦いを今から準備していかなければならない。関係者との

定期的検討会議などの対策を講ずる考えがあるか。 

 

個人情報保護法は IT化による情報活用で、迅速なサービスの提供、事業での的確な判断等、大きく

社会貢献が期待される中で、個人情報の流出により人格的、財産的な権利利益を損なう為、個人を

守る法律として制定された。 

個人情報保護法のもと、いい面と悪い面の両方を社会生活の中でもたらしている。この個人情報と

地域社会の関連は。 

 

 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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(1)雲南市の独居老人は何人いるか。また、この情報は関係者には情報提供がなされないのか。 

 

(2)個人情報保護法には例外規定があり、①あらかじめ本人の同意がある場合、②生命、身体または財

産の保護のために緊急に必要な場合とされている。 

 この本人同意はあらかじめ活用する事項を周知した中での同意を必要とするが、特に福祉関係では

必要と考えるがどのようにされているのか。 

 

(3)社会的弱者で特に独居老人などは、この個人情報が関係者に提供されることにより、よりスムーズ

な運営が可能と考える。厳格な管理を前提に関係者に提供できないか。 

 また、行政サービスが個人情報保護法により制限される中で同意をしてでもサービスを受けたい人

には一律な対応ではなく、個別案件として対応できないかお聞きしたい。 

6 月に一般質問で自治会未加入者問題を取り上げたが、転入時に自治会などに情報を提供する旨の

同意書があれば、関係者が積極的に加入働きが出来ると思うが、どのように考えるか。 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

９ ９ 加 藤 欽 也 

（一問一答） 

1.高速道路について 

 

 

 

 

 

2.音声告知放送について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.予算執行について 

 

4.防犯灯緊急設置事業に

ついて 

 

 

 

(1)無料化による市内商工業者への影響は。 

 

(2)3月以降無料化について市長の所見は。 

 

(3)2年後三次まで開通すると 54号線の交通量が 7割減少との意見もあるが市としての今後の対応は。 

 

(1)加茂町での 6月以降の対応は。 

 

(2)今後どう対処するのか。 

 

(3)未設置の市民への対応は。 

 

(4)職員宅の設置状況は。 

 

(5)お悔やみのお知らせの屋号は。 

 

(1)予算執行が遅いとの声があるが。 

 

(1)今回設置が出来ないところへの対応は。 

 

(2)来年度の設置補助事業の対応は。 

 

 

市長 

教育長 

部長 
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5.市内観光地の美化につ

いて 

(1)日本一の接遇を柱に掲げているはずが。 

 

(2)縦割り行政に原因があるのでは。 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１０ ２１ 板 持 達 夫 

（一 括） 

1.尾原ダム対策について 

 

 

 

 

 

2.後期基本計画について 

 

 

 

3.名誉市民の選定につい

て 

(1)尾原ダム周辺整備をどのように進めるか。 

 

(2)温泉地元住民に不安を与えないケア対策は。 

 

(3)尾原ダム移転者に対するケアは。 

 

(1)インフラ整備が重要だが何に着目し、計画を進めるか。 

 

(2)市道整備の方針は。 

 

(1)名誉市民条例が制定されているが今日まで適用されていない。功績のある方に名誉市民の称号を贈

る考えはないか。 

市長及び担当部長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１１ １７ 光 谷 由 紀 子 

（一問一答） 

1.地域主権改革について 

 

 

 

 

 

 

2.農業問題について 

 

 

 

3.医療と保険の融合によ

る健康づくり拠点整備事

業について 

 

 

 

 

(1)工程表に基づき着実に進められなければならないと施政方針で表明されたが改革内容をどう考え

ているのか。 

 ①義務付け枠づけの見直しについて。 

 ②補助金の一括交付金について。 

 ③地方自治法の抜本見直しについて。 

 ④道州制について。 

 

(1)TPP（環太平洋パートナーシップ協定）について所見と政府に強く反対を求める考えはないか。 

 

(2)米の生産調整についての取り組みは。 

 

(1)総事業費とランニングコストは。 

 

(2)1日当り何人の利用を考えているのか。 

 

(3)市民要求があっているのか。誰が必要と考えているのか。 

 

(4)医療費、介護費用の抑制にどうつながるのか。 

市長 
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4.学校給食の業務委託に

ついて 

 

 

 

 

 

 

5.新庁舎建設について 

(5)プールの温水化のためのエネルギー開発の内容と事業費は。 

 

(6)急を要する拠点作りとは考えられない。学校の耐震化、病院の耐震化が優先ではないか。 

 

(1)食育教育推進の取り組みが評価されている。こうした取り組みと業務委託は逆行するがどうか。 

 

(2)調理員の職種転換が図られてきたが、調理員の確保に問題はないのか。 

 

(3)安全安心な地元食材の利用率向上の目標値を考えているのか。 

 

(4)学校給食は教育の一貫、直営方式を守るべきではないか。 

 

(1)合併特例債の活用期限内の建設について、検討する庁内組織である新庁舎建設検討委員会を設置し

たと施政方針で表明されたが、建設を考えているのか。 

 

(2)関係団体との協議調整とは。 

 

(3)規模、事業費は。 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１２ １４ 村 尾 晴 子 

（一問一答） 

1.ジェネリック医薬品

促進通知サービスに

ついて 

 

 

 

 

 

2.ＤＶ予防対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

3.農業について 

(1)ジェネリック医薬品促進についてどう考えるのか。 

 

(2)現在、どう推進しているか。 

 

(3)ジェネリック医療品について医師会、薬剤師会の考えはどうか。 

 

(4)「通知サービス」実施の考えはどうか。 

 

(1)啓発運動はどのようにしているか。 

 

(2)教育現場ではどうか。 

 

(3)どのように対策すれば良いと考えているのか。 

 

(4)「デートＤＶ」予防対策は。 

 

(1)ＴＰＰ対応は。 

 

市長及び担当部長 
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質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１３ ２０ 深 田 徳 夫 

（一問一答） 

1.健康長寿を目指す医療

と保険の融合施設につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)健康長寿は万人の願いである。雲南市の健康づくりは行政最大の責務であると思うが、雲南市の考

え方は。 

 

(2)雲南市は、合併後、島根大学医学部との連携を深める一方、吉田村からの提案があった「身体教育

医学研究所うんなん」の設立後概ね 5年が経過をしているが、その評価はどうか。また、何が課題

であると認識されているか。今後の方向性も含めて伺う。 

 

(3)雲南市の平均寿命が年々県内でも検診等に努力されているにも関わらず遅れを取ってきている。原

因は何か分析されているのか。 

 

(4)雲南市の健康づくりを更に充実するために検討された、医療と保健の融合による健康づくり拠点の

整備事業の構想のポイントは何か。現状の介護予防施策の足らざるところがあるのか。また、なぜ

温水プールが有効と考えているのか。 

 

(5)拠点は一箇所になるとのことで、議会の中では「地域限定施策ではないか」との批判もあるが、そ

の点についてはどう考えているか。また、温水プールは現在、吉田や木次等にも既存のものがある

が、それらとの関連・連携をどう考えているのか。 

 

(6)この施設構想の健康づくりは高齢者に限らず、子どもたちの身体教育にも関わる施設ではなくては

ならない。雲南市内の子どもたちの身体教育に資することも考えているか。 

 

(7)医療費が多額になることは、医療技術の高度化など複雑な要因によって決まってくるが、医療費を

抑えることに役立つと考えている根拠があるのか。 

 

(8)中高年・お年寄りの健康づくりは、医療費においても介護事業においても最大のテーマである。団

塊世代が高齢化を迎えてきた。行政においても社会福祉協議会等においても、介護予防に全力を尽

くしておられるが、介護認定者も年々増加している。この融合施設は時宜を得たものと考えるが、

医療機関との連携は具体的にはどう考えているのか。 

 

(9)市民に喜んで利用されるということのためには、余り高い利用料では良い施設でも利用できない。

この点についての考え方はどうか。また、雲南市内は広い交通の問題があると思うが、その対策に

ついてはどう考えているのか。 

 

(10)健康づくりの責任は行政にある。財政事情は厳しい中であるが、保健や医療の専門家との連携を

して市民の納得のいく融合施設となるべく事業の推進について、財政計画との整合性と決意は。 

 

市長・副市長及び担当部長 
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2.過疎地域自立促進計画

及び総合計画・後期基本

計画について 

 

 

 

 

 

 

 

(1)緊急経済対策としてこれまで住宅改修事業に補助を行ってきたことは、産業界に大きな効果を与え

たと思う。雲南産木材利用促進事業は時宜を得た事業と考えるが、具体的にどのように位置づけ促

進しようとされているか。また、総合計画との整合性は取れているか。 

 

(2)ＴＰＰ関係国と協議を開始することが政府において決定されたが、農業に与える影響は大きい。農

業を守るため、小規模な土地改良補助率を嵩上げすべきと考えるが如何か。 

 

(3)雲南市内には生姜を特産にしようと研究されている方、県内には畑地でもレンコン作りが可能なノ

ウハウを提供する方もいる。新規の雲南市の特産作りにＪＡ雲南と一体となって研究し、市民に取

り組みを案内・ＰＲし、支援する考えはないか。 

 

(4)一刻を争う心臓病患者などの救急搬送も含めて、出雲市等への搬送は 22 分平均のようだ。従って

時間的に争う患者のためにも雲南病院での一定の高度医療が必要だ。雲南市民の命を守る救急医療

対策が求められるが、具体的に市立病院化に向けて医療の充実・スタッフ確保の見通しはどうか。

また、病院連携・一次医療者との連携の現状は。 

 

(5)医師・看護師等確保対策事業は喫緊の課題である。病院の魅力は看護師が作り出すと言われる。即

ち看護師が多く希望する病院である。その確保対策に過疎地域自立促進計画の中でどう活用する考

えか。また、総合計画の中の位置付けレベルを上げるべきと思うが如何か。 

 

(6)過疎計画の中には雲南病院建て替えの構想が盛り込まれていない。6 年間のうちには無理だとして

も、これまでの答弁で市立化後耐震もあるので、早めに検討の準備作業に入るとされている。検討

委員会等の計画を俎上に載せるべきと思うが如何か。 

副市長及び担当部長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１４ １２ 山 﨑 正 幸 

（一問一答） 

1.公共交通について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)吉田地域で導入された「デマンド型バス」の 1年間の市の評価と市民の皆さんの反響は。 

 

(2)市民バスの利用促進を図る対策は。 

 

(3)市民バスの乗車率 1.0を下回る便は廃止する考えか。 

 

(4)市民バスの収益率が低下しているが改善する対策は。 

 

(5)効果的、効率的で多様な公共サービスが提供できるシステムについての考えは。 

 

(6)高速道路尾道松江線の開通により、高速バス路線の変更が予想されるが路線確保に対する認識と対

応は。 

 

担当部長 

 

担当部長 

 

担当部長 

 

担当部長 

 

市長 

 

市長 

 

 



 13 

2.農業問題について (1)環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）についての所見は。 

 

(2)平成 23年度産米の生産調整の配分方法の見通しについての所見は。 

 

(3)耕作放棄地の解消を図る対策は。 

 

(4)農地・水保全管理交付金の事業内容と市の考えは。 

市長 

 

市長 

 

担当部長 

 

担当部長 

質問 

 

順位 

議席 

 

番号 

 

議 員 氏 名 

（質問方式） 

 

項   目 

 

要   旨 

 

備   考 

１５ ８ 福 島 光 浩 

（一問一答） 

1.協働のまちづくりにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.公共交通インフラの新

たな活用策について 

(1)自主組織の設立、交流センター化により、住民が担うべき「まちづくり」の原点は「地区計画」に

あると考えるが、意義・位置づけについてその認識は。 

 

(2)行政側の窓口、また活動支援のためにまちづくり担当職員が配置されているが、教育委員会との併

任されてきた。組織内でどの様な体制が取られてきたのか。また改めてその役割は。 

 

(3)生涯学習の推進において、市の姿勢・行政の関わり方が分かりにくくなっている。これまで流れを

どのように評価しているのか。また今後の体制は。 

 

(4)社会教育コーディネーターも生涯学習の推進に大きな影響力をもつと考えるが、その役割、今後の

活動や取り組みは。 

 

(5)基本計画にある「地域計画」について、その位置づけと意義は。 

 

(6)地域委員会は再考が必要な制度であると考える。評価と今後の活動、役割は。 

 

(7)地域振興補助金の成果と課題は。 

 

(8)24年度以降の新たな制度はどの様なものになるのか。また制度設計へのプロセスは。 

 

(1)交通弱者である子どもへの支援、また教育の平等性の確保の観点から市内交通インフラを定額化・

無償化して開放すべきと考えるが所見を問う。 

(2)学校の統廃合が進む中、スクールバスを公共交通インフラとして位置づけ活用すべきと考える。特

に回送便は活用価値があると思うが、法的制約や財源などを含めてその可能性は。 

 

(3)島大との連携事業など、市内外を問わず学生の活動により地域活性化が図れており、今後学生の動

きというのはさらに重要になってくる。連携事業の一環として、県内公共交通インフラの学生への

インセンティブ施策を打ち出し、市としてはもちろん、広域で連携して取り組むべきと考えるが所

見を問う。 

政策企画部、教育委員会 
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